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Chitoria ulupbi DOHERTY の 人 台湾 産 一 新 亜 種 に つい て 
ko—X—mX of 


On a new subspecies of Chitoria ulupi DOHERTY from 
Formosa, China (Lepidoptera; Nymphalidae) 
By YASUNOBU NARITOMI 


台湾 に , 所 詩 タ イワ ンコ ムラ サキ に た 近似 の 別種 が 産 す る と と は , か な り 以 前 か ら 一 部 の 人 に 知ら れ て いた 様 で 
ある が , 近年 と れ が 相当 数 採れ る よう に な り , 筆者 も その 雌雄 数 頭 を 入手 し て 詳細 に 検討 し た 結果 Chitoria ulupi 
の 新 亜 種 と 考え を られ る の で 以下 に 記載 する も の で ある . な お 本 稿 を 草 す る に 当り , 従前 に 変 ちず 懇 千 な る 御 指導 を 
協 り 或 は また 吐 重 な 文 献 の 閲覧 を 許さ れ た 中 原 和郎 博士 お よび 黒沢 良彦 氏 に 本 紙面 を か り て 深謝 の 意 を 表す る . 














Chitoria uliupi arakii subsp. nov. 


ホウ ライ コム ラサ キ ( 新 称 ) 


雄 . 表面 : 地 色 は 黄 褐 色 で ある が 前 後 郊 と も 黒 帯 が 広く , 為 に 著しく 喧 い 感じ を や うける. BENI, Gg Spy 
(と ヽ と 小 白 紋 2 個 を 含む ) と 中 室外 半 部 か ら 第 2 室 の 黒 牧 (タイ ワン コム ラサ キ や シラ ギコ ムラ サキ で は 骨 須 ) 
上 を 通っ て 斜 に 後 縁 角 に 至る 帯状 の 部 分 (前 縁 に 近い と と ろ 程 巾 が 広い ) お よび 後 縁 基 半 部 (これ は 上 記 帯 状 部 
分 と 後 緑 角 附近 で 鋭角 と 接続 する ) の 3 個所 が , いづ れ も を 黒褐色 を な し 特に 中 室 の 外 半 部 が 渡 色 で ある . な お 細 
い 黒 帯 が 第 4 室 を 斜 と 横切っ て 走り , 第 4 脈 と 第 5 脈 と を 結ん で いる . 

後 直 は 前 縁 に 貼 広 い 黒 帯 が か ある. また 各 室 の 外縁 寄 り に ある 黒色 円 紋 列 は 拡大 し て 融合 する 傾向 に あり , この 
紋 列 が 前 縁 の 黒 帯 と も つなが り , また 内 緑 角 附近 で は 第 2 室 の 眼 状 紋 の まわ り に た 地 色 の 黒褐色 の 環 を 残し て 黒く 
と りか と み 内 縁 に つなが る . (個体 に よっ て は 内 緑 角 附 近 の 黒色 部 の 征 々 少 い も の も ある . ) 

裏面 : 前 閉 の 前 半 部 ( 主 に 閉 端 一 この 中 小幅 紋 を 含む セーー お よび 中 室外 半 部 ) 並 と 後 直 全面 は , 地 人 色 が 銀 緑 
色 で 特に 後 類 の 前 縁 お よび 内 緑 附近 に 於 て 銀色 が 強い . 前 閉 後 半 部 で は , 中 室外 半 部 の 斜 帯 た 続い て 前 翔 中央 附 
近 か ら 発する 黒褐色 帯 が あっ て 後 緑 角 附近 で 鋭角 貼り , 第 1 室 附近 基 半 部 か ら 発 する 淡 黒 笑 と 接続 し て いる 
が , これ と 外 の 部 分 の 地 色 は 黄 褐 色 で ある . な お 第 2 室 の 黒色 円 紋 は 表面 より 一 きわ 渡 く 明 評 で ある . Xon 
央 部 の 樽 褐色 条 は , その 外側 に 之 よ り 巾 広く 不鮮明 な 銀 白 帯 を 伴っ て 体 と 平行 に 後半 を 縦 記し , 中 室 端 附近 で 僅 
か に 外側 に 張 申し 内 緑 角 附 近 に 於 て 地 公 に と け こ と ん で いる . 更に その 外側 の 外縁 と の 中 間 辺 た 各 室 毎 に 小さ な 銀 
F3. と の うち 第 2 室 の も の は 眼 状 級 と な っ て いる . また 亜 外 緑 に 不鮮明 な 褐色 の 細 条 が ある . 

E 表面 : 雄 と 異 り タイ ワン コム ラサ キ の 雌 に よく 似 て 前後 寺 と も 中 央 附近 に 白 帯 が あり , その 外側 は 地 色 黒 
色 そ の 内 側 は 濃緑 青色 を 呈す る . 前 将 は 横 脈 の 外側 と 第 1 a 室 か ら 第 3 室 中 央 部 (第 3 室 の は 痕跡 状 ) た かけ て 
と く を 店 広い 白 帯 (後者 は 弧状 ) が あり , 翔 端 部 に 大 小 2 個 の 円 形 円 紋 を , また 第 2・3 室外 部 に も 白色 円 紋 (第 
2 室 の は 黄色 を 帯び る ) を 備え る . 後 婦 も 中 央 部 を 縦貫 し て V 字 状 の 百 帯 が あり , A OVSMIU Od C TREE C 7E Vo. 
白 帯 の 外側 に 之 と 平行 に 少し 離れ て 徴 小 黄 白 紋 列 が ある . 亜 外縁 の 不鮮明 な 樽 色 弦 月 終 と 並ん で , 外縁 に 各 室 毎 
ONAREN, この うち 第 6・7 室 の も の は 大 きい . 

裏面 : 表面 と 同じ 場所 に 白 帯 が あり , BGB RN coute cao. 前 直 ピ の 第 2 室 に 黒色 円 紋 
が あり , その まわ り に どく 細い 臣 礼 色 環 を 有する . 横 脈 附近 は 広く 濃 褐 色 を 呈し と の 部 分 か ら 後 縁 角 に か け て , 
第 2 室 の 黒 級 を と りか と むように し て 巾 広い 黒 得 色 帯 が あり , 後 縁 角 附近 で 貼っ て 内 緑 基部 に 達し て いる . wA 
は 中 央 を 通る 白 帯 が な ほ ゞ 直線 状 で その 内 側 に 沿っ て 半分 位 の 巾 の 黄 褐 条 が あり, いづ れ も を 後 緑 角 に 近づく 従い 
細く な る . これ ら 帯 条 の 外側 に 小 白 紋 列 が あり , その うち 第 1 室 の も の は 眼 状 紋 を な す が 雄 と 同じ く 小 さい . 
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胴 は 雌雄 と も 背面 は 黒色 で 腹部 人 に 緑黄色 の 細毛 を 密生 し METREDE) 腹面 は 白色 で ある . 


展張 . 8 59mm. 9 71mm. 
副 模 式 標本 : @ 博 里 附近 , 


産地 
1958 年 7 


e (中 部 





月 4 日 採集 ; 別 模式 標本 : 
な お 本 亜 種 は 所 詩 タ イワ ンコ ムラ サキ と は 相当 顕著 な 差異 が あり Gc o, 


山地 ) 


サキ に K ょ よく 似る が , と れ ら 三 者 の 比較 表 を 以下 に 示す . 





完 模式 標本 : 8 新高 山腹 , 1957 年 7 月 28 日 採集 ; 
486, 以上 筆者 所 蔵 . 


寧ろ 朝鮮 産 の シラ ギコ ムラ 








表 1 : 雄 
p ホウ ツラ イコ ムラ サキ シラ ギコ ムラ サキ | タイ ワン コム ラサ キ 
差別 点 Ch. ulupi arakii Ch. ulupi morii Ch. chrysolora 
突出 及び 著しく 突出 する 最も 突出 少 い 


1. 前 次 端 の 2 
大 きき 


突出 は 少な い (展張 59 mm) 


(展張 66 一 68 mm) 


(展張 59~60 Gu 
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5 REM. P2Skacchenasps  [DECCRBCBAOBSbO[N ccrta iae 
| 極め て 小 き くし か も 黒 紋 中 の TRTE 
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後 記 
1. 本 亜 種 名 は 敬愛 する 蝶 友 荒木 三郎 氏 に 献 げ けた も の で ある . 
2. 従来 か ら 知 られ て 来 た 所 詩 タ イワ ンコ ムラ サキ は , Le MouLT K (1950) が そう し た 通り , FÉ ulupi : と 別個 
の 独立 種 CZZ7oZ7Z chrysolora FRUHSTORFER と し て 扱う べき も の と 考え られ る . 

3. な お 本 亜 種 に 近似 の も の と し て は , RU, Ch. uupi の 亜 種 で 西部 シナ 方 面 か ら 知ら れる subsp. fulva LE- 
ECH お よび subsp. dubernardi OBERTHÜR が ある が , 之 ら は 標本 が 入手 で き な か っ た の で 本 文中 に 論 及 し な か 
っ た . 然し 文献 (SEITZ, LeMourr, LEECH, SEok 等 諸氏 の 著述 ) に 現われ た も の に よっ て 比較 する と , fulva 
は 黒 斑 が morii より 更に 淡色 で chrysolora と の 中 間 に 位 する も の で あり 是 形 が morii より も 大 きい 点 で , dub- 
ernardi は 黒 斑 が 最も 広く また 後 燃 の 斑紋 が 異 る 点 で , いづ れ も る 本 新 下 種 と 明 立 に 区 別 さ れ う る も の と 思わ れる . 





Résumé 
Chitoria ulupi arakii subsp. nov. 
(Figs. 3, 9, 8 ; Figs. 4, 10, 9) 

À new subspecies occuring in Central Formosa. 

This new subspecies, which is distinctly different from Ch. chrysolora as the well developing of 
the black spots on its both side of wings, is rather closely resembled Ch. ulupt morii occuring in 
Korea but is easily distinguished from it in the following respects. 

1. On the wing shape, the apex of foreings is not prominent as morii, then the size is smaller. 

2. In male, the dark brownish area of forewings is much broader and the colour is darker. Furth- 
ermore, at space 4, this new one appears a black oblique band which is absent in morii. The 
series of black spots on the outer part of hindwings are remarkably extended, especially near 
hindwings beneath the black space is wider. 

3. In female, the white band of upperside is much broader and is neither separated by every black 
vein nor turning purple. Moreover on hindwings, the inner outline of this band is not distinct. 
Length of forewings : 8 59mm, 9? 71mm. Habitat : Central Formosa. 

Holotype : 5, Mt. Morrison, 23. vii. 1957 ; Allotype : 9, Puli 4. vii. 1958 ; Paratypes : 4 8 3. 

Chitoria chrysolora, which has hitherto mostly been treated as a subspecies of Ch. ulupi DOHERTY, 


seemes to be entirely different species of u/upi as Mr. Le Mourr (1950) classified. 
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The larva of Epiplema cretacea BUTLER (Epiplemidae) 


By Tuyosı KODAMA 


従来 邦 産 Epiplema 属 の 幼虫 は 全く 不明 で その 食 草 すら 知ら て て な か っ た が , AAKRE (上 : 保育 社 ) 
(に より 本 著 に 記す ナ キ スジ シロ フタ ラ ヲ の 食 草 が 始め て 明らか に され た . し か し 幼虫 の 形態 は 全く 不明 で あり 筆者 が 
1957 年 -6 月 上 知 席 智 山 (和歌 山県 )・ 保 色 山 (三軍 県 ) で ビ と メ ュ ズリ ハ ・ ユ ズリ ハ か ら 採 集 し た キス ジ シ ロフ タラ ヲ 
の 幼虫 の 形態 を 調べ て 見 る と その chaetotaxy は 基 だ 興味 が ある . 依っ て と の 幼虫 の 形態 を 明記 する . 刺 毛 の 命 
名 は 六浦 先 氏 の に よっ て 記す る . 
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